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都市とITとが出合うところ

第45回　�香港中文大学 国際研修��
プログラム2017（３）

ISP2017 ＠大阪・関西 その３
　今年５月、香港中文大学 中國城市住宅研究中心が
企画するInternational Study Programmes（ISP：
国際研修プログラム）の最終回。本稿では、香港と同
様、小さな漁村から港町として発展してきた神戸の様
子をご紹介しよう。神戸市役所、KIITO、旧居留地、
メリケンパークを歩いて巡り、クルーズ船から神戸の
夜景を楽しんだ。

先駆的な景観施策
　神戸市は、1978年に神戸市都市景観条例が制定され
て以来、神戸の恵まれた自然と海、坂、山という変化
に富んだ地形を活かしながら、美しいまちなみの形成
を図り、全ての人が住み続けたい、また訪れてみたく
なる魅力あふれた都市の実現を目指してきた。以下が
主な取り組みである。
１．  地域・地区指定による景観形成：景観計画区域、

都市景観形成地域の指定、景観形成指定建築物等
届出制度、伝統的建造物群保存地区

２．  神戸らしい眺望景観・夜間景観：建築物等の誘導
基準の運用

３．  市民主体の景観まちづくりの推進：景観形成市民
団体の認定、景観形成市民協定の認定

４．景観形成重要建築物等指定制度
５．  普及啓発活動（神戸市都市デザイン賞）、景観形

成助成

デザイン・クリエイティブセンター神戸（KIITO）
　デザイン・クリエイティブセンター神戸は、旧神戸
生糸検査所をリノベーションした施設。1927年に旧館
が、1932年に新館がそれぞれ完成し、ここで検査を終
えた生糸が神戸港から輸出されていった。その後、役
割を終え、上で紹介した「４．景観形成重要建築物等
指定制度」で、歴史的な建築物や地域のシンボルとな
っている建築物など景観上重要な建築物等として「景
観形成重要建築物等」の指定を行い、保全・活用した。
一部のクリエイターやデザイナーだけでなく、様々な

人や世代が交流し、そこから生まれるアイデアや工夫
で新しい神戸をつくっていこう、そして、神戸のまち
自体をクリエイティブなものにしていこうと、日々、
実践している。リノベーションされた施設にはかつて
の検査所で使われていた物品が改修され、什器や装飾
として蘇っている。尚、KIITO の前面道路である、国
道174号線は日本一短い国道。全線がわずか187.1ｍ。

KOBE パークレット
　旧居留地の北側、三宮中央通りにパークレット

（Parklet）が３基設置されている。これは、サンフ
ランシスコが発祥の、憩いや賑わいの場を創出するた
めの装置である。車道の一部を利用したパークレット
はわが国では神戸が初めての取り組み。パークレット
の構造は、シンプルであり、まず、停車帯などに傾き
や段差が生じないように床材（ユニットデッキ）を張
る。次に、車と歩行者を分離するための囲い（ガード
パイプ）を作る。最後に、人々が休憩したり、会話を
するための施設（ベンチ、テーブル等）を設置する。
ショッピングや街あるきで疲れたら休めるし、近くの
お店で買ったものを飲食することもできる。人々がふ
と腰を下ろして憩える公共空間があまりに少ないと
日々感じているが、パークレットはこの問題の改善を
目指した道路空間での試みだといえよう。

メリケンパーク
　メリケン波止場は明治政府が兵庫の第３波止場とし
て開設した波止場。名前は、近くに米国領事館があっ
たことに依る（アメリカン -> メリケン）。1987年、
神戸港開港120年を記念して、波止場の西側一帯が埋
め立てられてメリケンパークが誕生した。北東の入り
口には、建築家 フランク・オーウェン・ゲーリーの

「フィッシュ・ダンス」が建つ。メリケンパークは、
今年、開港150年を契機に、ウォーターフロント地区
の魅力向上のために、大規模リニューアル工事が完成
した。芝生広場の拡張、ステージの改修、夜間景観の
演出、「BE KOBE」のモニュメント設置、スターバ
ックスの公園内店舗の出店などである。
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建築・都市と IT（情報技術）とは一見遠く離れた別々の分野のように思えなくもない。しかし、情
報社会の時代となり、建築・都市と ITとは、計画、設計、施工、運用の各フェーズにおいて、互
いの存在をますます無視できなくなっている。本連載では、都市と ITとの両者が出合うところや
課題について、魅力的な国内外の各地をぶらりと街歩きしながら考えてみよう。
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夜景クルーズ
　神戸の夜景スポットは数多くあるが、やはり、港町
の夜景はやはり海から眺めたいものである。海面に近
く、小回りが利く船を探していたところ、早駒運輸㈱
より、夕暮れ時に小型船「ファンタジー号」を出して
頂くことになった。出航してから45分間、港からの夜

景を満喫させて頂いた。丁度、秋篠宮殿下が来られて
おり神戸大橋もライトアップ。船は「BE KOBE」オ
ブジェクトにも最大限寄ってくれた。香港メンバーは
明日、日本を離れて米国へ旅立つため、日本で最後の
夜になったのだが、神戸ビーフのお蔭もあってか、デ
ィナーは大層盛り上がった。
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